別記１　別表２－１
自衛消防組織の編成表（例）

○ブロック合同地区隊

①同一階の小規模な事業所が協議し、合同して自衛消防組織を編成する。

②地区隊長は、事業所の規模（面積、人員等）の大きな事業所の防火・防災管理者とする。

③隊員数は、各事業所の従業員数を勘案して指定する。

ブロック合同地区隊の編成（例）

	地上１階

合同自衛消防隊
	事業所名
	防火・防災管理者
	従業員数
	ブロック隊員数

	
	○○店
	店長○○
	6名
	３名

	
	○○支店
	支店長○○
	５名
	２名

	
	○○店
	マネージャー○○
	１０名
	５名

	
	○○店
	店長○○
	２名
	１名


※○○支店の支店長を地区隊長とする。
協議会長





統括管理者





統括管理者の代行者





本部隊





地区隊





通報連絡（情報）班（○名）【班長○○、班員○○、他】





初期消火班（○名）【班長○○、班員○○、他】





避難誘導班（○名）【班長○○、班員○○、他】





安全防護班（○名）【班長○○、班員○○、他】





応急救護班（○名）【班長○○、班員○○、他】





A事業所自衛消防隊





B事業所自衛消防隊





※○階ﾌﾞﾛｯｸ合同地区隊





Y事業所自衛消防隊





Z事業所自衛消防隊





○○事業所自衛消防隊





駐車場地区隊





地区隊の編成





地区隊長





通報連絡（情報）班





初期消火班





避難誘導班





安全防護班





応急救護班








